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多世代総プロ 戸建て木造技術部門                                資料 2-9-3 

長寿命住宅現地調査報告等（中間報告） 

 

○調査の目的 

 多様な構法の戸建て木造住宅（伝統的構法木造、在来軸組構法木造、枠組構法木造等）の多世代利

用を可能とする要件整理及び指針検討のために、地域の長寿命住宅（日本各地にある長く住み継がれ

ている木造住宅で、ここでは 100 年超を目安とする）もその先導的モデルと位置づけ、そこに活かさ

れている地域性を反映した住まいづくりの所作や、その基盤になっていると考えられる住まい手・つ

くり手の意識（住まいづくりとそこでの生活で大切にしていること、受け継いだこと・受け継いでほ

しいこと等）の顕在化を目指す。 

 

超長期にわたり住み続けるには、単に住宅の基本性能の高さだけではなく、住まい手、その集団及

び住宅をつくり維持している職人集団（大工・棟梁を中心とした市井の建築技術者）が、地域で培い、

受け継いできた意識と所作が非常に重要であると考え、居住者及び地域住宅のつくり手を対象とした

現地ヒアリング調査を行う。 

 

①実際に超長期にわたり（100 年超程度）住み継いでいる住宅の住まい手から 

家の来歴（建てた棟梁、使っている材料、様式など）や住み継いできた人たちの情報（親から子・

子から孫へ伝えられていること・伝えたいこと、住まい方の所作、祭事記、年中行事など）、更に、住

み続けていることへの誇りや家への愛着心、日常生活の中での住宅の手入れの仕方等の意識や実態を

調査し、長く住み続けるために必要な要件を抽出することとする。 

 

②単体の住宅ではなく、ある広がりのある地域の住まい手の方々から 

地域としての生活維持の取り組み（溝さらい、防火訓練等）、地域としての住宅維持の取り組み（雪

下ろし、地域一斉の虫干し・ネズミ駆除・白アリ駆除等）、共同での住宅の維持・修繕行為（屋根の葺

き替え、壁の塗替え等）及びソフトな仕組みとしての街区単位や町会単位の行動や生活行為（防犯廻

り、とんど炊き、盆踊り等）等を顕在化させ、多世代利用住宅の運用・維持管理の要件整理に役立て

る。とくに地域単位におけるこうした意識面に着目し、それらを顕在化させて要件整理に役立てる（例

えば、京町屋、高山の民家、八尾の町屋等）。 

 

③地域の住宅をつくり、守り続けている職人集団から 

地域で培われてきた家づくりの構法・仕様・所作（技能に係るルール等）、地域の材料を活用した住

宅づくりの実例、地域のまちなみと調和した住宅づくりの所作、地域材の活用のためのシステム（地

域材の生産計画・拠点、地域材供給ネットワーク、技能者の育成等）等を調査し、住宅を地域の中で

つくり、多世代にわたって守り続けるための要件整理に役立てる。 

 

○ヒアリング調査の方法（聞き取りの単位） 

 調査は、居住者 3人と、それぞれの住まいづくりに係わった職人 3人の計６人程度のグループを単

位として、集団聞き取りを行う方法により実施する。それにより、意見が互いに触発され、活発かつ

多面的な聞き取りが可能になると考えられる。 
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１．調査実施地域  
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２．作り手調査（中間報告） 

２-１．調査写真  
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２．作り手調査結果 
２-１．写真
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２．作り手調査結果 
２-１．写真  
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２．作り手調査結果 
２-１．写真  
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２．作り手調査結果 
２-１．写真  
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２．作り手調査結果 
２-１．写真 
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２－２．作り手ヒアリング調査結果のまとめ(中間報告) 

 
１．調査方法等 

（１）調査方法 

・伝統的構法を実践している設計者・施工者に対してヒアリング調査、現地調査を行った。 
・ヒアリングの対象者は、平成 20 年度「伝統構法の設計法作成及び性能検証実験 検討委

員会」の「伝統構法の分類 TT」における実務者委員にヒアリングを行い、ホープ計画及

び伝統的建造物保存地区で積極的な活動をしていると思われる地域から選定した。 
（表の網掛けは今後実施予定） 

気候区分 住所 会社名 氏名 

一般地 東京都新宿区 風基建設 渡邊 隆 氏 
埼玉県川越市 綾部工務店 綾部 孝司氏 
埼玉県熊谷市 白根工務店 白根 伸浩氏 
島根県大田市   
京都府京都市   

積雪寒冷地 
（多雪地域） 

富山県富山市 島崎工務店 
（職藝学院） 

島崎 英雄氏 

岐阜県高山市 飛騨高山 忠屋 千原 忠衛氏他 4 名 
オークビレッジ 上野 英二氏 

温暖地 
（強風地域） 

宮崎県日向市  松竹 氏 他 2 名程度 

高知県室戸市   
P1 調査実施地域 資料を参照のこと 

 
（２）調査項目 

   ｢２－３．作り手ヒアリング調査シート」による 

 

２．調査結果 

 

（１）構造材 

①構造材の産地 

・地場産材を入手できる地域では積極的に使用している。 
・地場産材を入手できない地域では、良質な自然乾燥材を入手している。 
 

②構造材の樹種・材寸 

・土台は桧又は栗。4～5 寸角。 
・柱の樹種は杉が一般的。高山は桧の産地が近いこともあり桧が一般的。 
・5～6 寸角の通し柱を 2 間毎に配置し、残りを 4 寸角の管柱とする構法が多い。 
・梁の樹種は地元の松（赤松、姫子松）が入手できれば松、それ以外は杉が多い。 
・貫、足固め、差鴨居、渡り顎により軸組を固める。筋かいは使わない。 
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③構造材の乾燥 

・自然乾燥が基本。 
・材が十分に乾燥していないと、材の割れから雨水が侵入する、あるいは材の収縮によ

り生じる壁との隙間から雨水が侵入するため、乾燥には気を使っている。 
・工期が 1 年以上かかる現場も珍しくないためか、納材時の含水率についてはそれほど

神経質ではない。 
 

（２）基礎 

①基礎形式 

・基礎形式はべた基礎が一般的。 
 

②基礎高さ 
・基礎高さが高い方が雨掛りや地面からの跳ね返りを軽減でき耐久性上有利であるが、そ

れを目的として基礎を高くすることは特にない。 
・基礎高さが高い方が床下の維持管理が容易となるが、高山では、自分が這って動ける

だけの基礎高さを確保する（一升びん 400 ㎜が目安）という意見があった。 
 

（３）外壁の耐力要素 

①貫 

・全ての事例に貫が入っている。 
・東京の事例を除き、貫は面材との併用はされていないため、基準法上の耐力壁ではない。 
 

②土壁 

・川越、熊谷、富山の事例は内外とも土壁である。いずれも竹小舞を組む伝統工法。 
・厚みが 70 ㎜以上あるため、基準法上の壁倍率は 1.5 倍。 
 

③木ずり＋モルタル 

・東京、高山の事例では室外側に木ずりを設け、モルタルの下地としている。 
・木ずりは柱や間柱に留め付けていないので、基準法上の耐力壁ではない。 
・高山の事例では、耐力を高める木ずりを斜め打ちしている。 
 

④ラスボード＋モルタル 

・高山、東京の事例では室内側にラスボードを使用しているが、厚みが 7 ㎜であるため、

基準法上の耐力壁ではない。 
 

⑤構造用合板 

・東京の事例は構造用合板を貫に打付けて耐力壁としている。基準法上の壁倍率は 1.5 倍。 
・透湿抵抗の高い合板を室内側に用いることで、壁体内の湿気を外に出すよう配慮されて

いることも重要である。
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⑥筋かい 

・筋かいを使用している事例はない。 
 

⑦構造安全性のチェック方法 

・川越、熊谷の事例は、限界耐力計算によって構造安全性を確認している。 
・その他の事例は基準法上の壁量チェックによって構造安全性を確認している。 

 

（４）接合部 

①土台と基礎 

・東京、川越、熊谷の事例では、土台を基礎にアンカーボルトで緊結している。 
②柱頭柱脚 

・金物を使用せず、長ほぞ差し込栓が基本である。 
・高倍率の耐力壁を用いないで、ホールダウン金物を必要としないことが原則である。 

 
（５）外壁の典型的な層構成 

①土壁の場合（川越・熊谷・富山） 

・川越、熊谷、富山の事例は、竹小舞で下地を組み、両面土壁が基本。表面仕上げは漆

喰や半田等である。 
②土壁でない場合（東京・高山） 

・東京、高山の事例は、室外側が木ずり＋ラスモルタル、室内側がラスボードにプラス

ターである。表面仕上げは漆喰やじゅらく等である。 
・高山は寒冷地のため土壁の施工期間が限られるため、又、東京では工期やコストの面か

ら、土壁を用いない工法が採用されている。 
③断熱性能 

・土壁の事例（川越、熊谷、富山）には断熱材はない。 
・土壁でない東京、高山の事例は、貫の間に断熱材を入れている。 
 →東京：木繊維断熱材フォレストボード 25 ㎜ 
→高山：押出法ポリスチレンフォーム保温板 20 ㎜ 
   

④防火性能 

・東京の事例は、モルタル 20 ㎜により防火構造としている。 
・川越、熊谷、富山の事例は、土壁が 40 ㎜以上あるので防火構造である。 

⑤壁チリ寸法 

・内外とも 7 分～1 寸が多い。東京の事例は外壁の構成要素が多いためチリは 4～5 分。 
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３．外壁の耐久性を向上させる所作 

 

（１）外壁の雨掛かりを軽減する配慮事項 

①軒の出、けらばの出を大きくする 

・軒の出、けらばの出を大きくして雨掛かりを軽減することが

外壁真壁の も基本である。 
→軒、1000 ㎜以上から 1365 ㎜以上 
→けらば、900 ㎜以上から 1212 ㎜以上 

・軒の出を大きくするために富山では出し梁工法、川越や熊谷

では 4 寸角の垂木を＠910 ㎜で配置するなど工夫している。 
 

②霧除け庇を設ける 

・開口部に霧除け庇を設けることは、雨仕舞いの弱点となりが

ちな開口部廻りの保護のほか、雨、雪、夏の日差しから外壁

や開口部を守る上で重要である。 
 

③板張りで外壁を保護する 

・雨掛りとなりやすい部分、雪と接する部分の外壁を板張りで

保護することは、耐久性上有効である。風が強い地域、雪が深い地域ほど板張りの高さ

が高くなる傾向がある。 
・板張りをする場合、高山の事例では下見板をパネル化し

て建て込んでいる。施工の効率化だけでなく、傷んだ場

合の交換も容易である。 
 
 

④雨水の跳ね返り対策を施す 

・基礎を高くする 

・建物外周部を砂利敷きにする 

 

（２）外壁の雨仕舞いの配慮事項 

①できるだけシンプルな平面、断面形状とする 

・入隅、出隅は雨仕舞いの弱点となるため、平面形状はできるだけシンプルにすること

が望ましい。 
・下屋を設けることは、1 階の雨掛かりを軽減させる効果があるが、下屋と 2 階壁との取

り合い部が雨仕舞いの弱点となるため十分に注意する。 
 

②乾燥材を用いる 

・材が十分に乾燥していないと、材の割れから雨水が侵入する、あるいは材の収縮によ

り生じる壁との隙間から雨水が侵入する。構造材を用いることが基本である。
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③板金による水切を徹底する 

・梁や土台の上端には水切を設け、壁から伝わる水をしっ

かりと切る。その際、板金の立上りは高いほど、室内側

であるほど安心である。富山の事例では貫の室内側で板

金を立ち上げている。さらに水切の下端を胴差に差し込

んで納めている。（図 1、） 
・梁の下端には水切を設け、梁に掛かった雨を切ることが

望ましい。高山の事例では梁下に 9 ㎜×9 ㎜程度の溝をつき、水を切る工夫をしている。

（図 1）富山の事例では梁下に水切板金を設けている。（図 2） 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

・板金が柱と取り合う部分は、柱に板金を差し込むか、柱に

沿って板金を立ち上げる。板金を立ち上げる場合、立ち上

げる部分の柱を 3 ㎜程度削って（首切りと言う）板金を納

めることで、柱から伝ってきた水を受けることが望ましい。 
 

④柱・梁にチリじゃくりを設ける 

・柱、梁にチリじゃくりを設けることにより、木材や左官材料が収縮した際に、水の浸

入を軽減することができる。 
・チリじゃくりより室内側で板金を立ち上げることで、チリじゃくりを伝って落ちる雨

水を受けることが重要である。 
 

⑤木のかみ合わせで雨水の浸入を断つ 

・シールは木とのなじみが悪く、5 年～10 年程度で打ち替えが必要である。シールは補

助手段と考え、木のかみ合わせで雨水の浸入を断つことが基本である。 
 

⑧板張りの下端から水を抜く 

・板張りの下端は板金に密着させず、浮かせることで、入った

水を速やかに排出させる。

 

図 1 図 2
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（３）外壁の維持管理のしやすさに対する配慮事項 

①バルコニーや外装材は躯体と縁を切る 

・バルコニーを設ける場合は、バルコニーが劣化した時に躯体を

傷めないで交換できるよう、躯体からのはね出しとしない。川

越の事例では、一度庇をつくり、その上に躯体と縁を切ってバ

ルコニーを載せている。 
・高山の事例では下見板をパネル化

して建て込んでいる。施工の効率

化だけでなく、傷んだ場合の交換

も容易である。 
 

   ②設備配管・配線を壁に埋め込まない 

・耐用年数の短い設備配管・配線は、

躯体を傷めないで交換できるよう

壁に埋め込まないことが重要であ

る。 
・川越の事例では、1 階の納戸の一部を利用して配管配線スペー

スを設けている。 
・熊谷の事例では、給排水管は徹底して露出配管としている。 
 

③金物をできるだけ使用しない 

・錆びたビスは抜けなくなるため、軸組にビスをできるだけ打た

ない。 
・金物の耐用年数を考慮し、できるだけ金物に頼らないことが望

ましい。耐力の小さい耐力壁を採用し、柱頭柱脚は長ほぞ差し

込栓で固定する等。 
・富山では、防腐処理土台が金物の腐食を促進させているとの意

見があった。 
 

④窓サッシを木枠ユニットに組み込み後付けする 

 ・アルミサッシを木枠に組

み込んだユニットとし、外

部から後付けすることで、

木相互 
  の取り合いとすること

で止水性を高め、更新時に

外からの取り換えを可能

とする 
 

この範囲でパネル化 
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２-３．作り手ヒアリング調査シート  
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２．作り手調査結果 
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２．作り手調査結果 
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３－１．住まい手ヒアリング調査結果のまとめ（中間報告） 

 

１．調査方法等 

（１）調査方法 

・長寿命住宅（日本各地にある長く住み継がれている木造住宅で、ここでは 100 年超を目安とするもの

で先導的モデルと位置づける。）に住まわれている住まい手に対してヒアリング調査を行った。 

・ヒアリングの対象者は、２－２の作り手ヒアリングを実施した作り手から紹介してもらった。 

（表の網掛けは今後実施予定） 

気候区分 住所 氏名 

一般地 東京都世田谷区 Ｏ 氏 
島根県大田市  
京都府京都市  

積雪寒冷地 
（多雪地域） 

富山県富山市 Ｕ氏、Ｄ氏 
岐阜県飛騨市 Ｗ氏、Ｓ氏 

温暖地 
（強風地域） 

宮崎県日向市  

高知県室戸市  
P1 調査実施地域 資料を参照のこと 

 
（１）調査項目 

「３－２．住まい手ヒアリング調査シート」による 

  

１．｢家｣を壊さずに長く住み続けるための要件

①その｢家｣づくりの来歴や言い伝えが継承されていること
・・・・・→　家への愛着の醸成や価値の認識

・その家が建てられた時にあった事の言い伝え

・明治5年（1872）生まれの祖母が野積にあった中古の家をここに移築してきた。(八尾Ｕ邸)

・学校貯金で建具を作った。(八尾Ｄ邸)

・両親が苦労して壁を作っていたのを知っていた。(八尾Ｄ邸)

・明治43年に丹生川から移築　移築されてから99年。移築前の築年は不明（古川Ｓ邸)

・明治43年に移築されてきた時のことが「建築日誌」として残っていた。
　当日の食事のメニューも書かれている。（古川Ｓ邸)

・その家を建てた人物(棟梁、何代前のご先祖など)についての言い伝え

・推定5～6代住み続けている。(古川Ｗ邸)

・○○棟梁が建てた。

・5代前の当時村の長だった誰それが建てた。

・

・

・間取りについての言い伝え

・10×6間ある。（古川Ｗ邸）

・13×8間ある。（古川Ｓ邸）

・土間があった。

・馬小屋があった。

・囲炉裏があった。
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・材料の言い伝え　など

・父の山と父の実家の山の木で作った。(八尾Ｄ邸)

・どこそこにあった樹齢○年の○○木を切って建てた。

・誰それが生まれた時に植えた木を切って建てた。

・当時としては珍しい○○を使った。

・

・家を作ったとき、その後の情報が蓄積されている

・明治43年に移築されてきた時のことが「建築日誌」として残っていた。

・家を作った大工の普請日誌が残っている(大工の出面表、材料の調達表等）

・家の家相鑑定図が残っている（時期を見て何度かやることが多かった）

・

②その｢家｣おける生活実感や記憶があること
・・・・・→　家への愛着の醸成

・家族の日常の生活や記憶など
・柱に昭和28年の小学校3年の時の背比べのあとがある。
　亡くなった母や兄のものも残っている。(八尾Ｕ邸)

・親、兄弟との生活の記憶が残っている。(八尾Ｕ邸)

・畳は常時は上げてあって、土蔵にしまってあった。正月になると敷いていた。(古川Ｗ邸)

・梅雨前に建具を全部簾戸に替えている。（古川Ｓ邸)

・おばあちゃんがここに座って縫い物をしていた。

・家族の行事の記憶など

・正月には１０箇所ぐらいに鏡餅を置いていた。(八尾Ｕ邸)

・盆前には掃除をさせられた。仏壇の掃除を叔父にやらされた。(古川Ｗ邸)

・小さい頃は年末に「年とり」と言って竹ですす払いをしていた。(古川Ｗ邸)

・雛祭り時には蔵から雛人形を出してくるのが楽しみだった。

・暮にはいつも餅つきをした。

・家の改装やその他の工事を体験したり、立ち会ったりした経験がある

・地域の行事の記憶など

・昔は年2～3回結婚式もやっていた。(古川Ｗ邸)

・4/19の収穫祭では人が集まり酒をふるまう。(古川Ｗ邸)

・お祭りはいやいやでもみんなが参加して親戚知人が集まる。（古川Ｓ邸)

・田植えの時は地域総出で手伝った。

・

・地域の風習の記憶など

・毎年９月に近所の人が集まって柿渋づくりをしていた。（古川Ｗ邸）

・年に１軒は近所が協働で屋根の葺き替えをしていた。

・稲刈りが終わると○○に集まって祝った。

・

・
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  ③その｢家｣の価値を認識していること
・・・・・→　家の価値の継承や長く住み続けることの重要性の普及

・家の基本性能の認識
・この家を離れてハウスメーカーの家に住んでみて初めて
　構造がしっかりしていることがわかった。(八尾Ｕ邸)

・年配の人はほっとする、暖かい、気楽、安心感があると言う。(八尾Ｕ邸)

・嫁いで来た頃、姑が何であんなに掃除をするのかわからなかった。
　今は自分がそうなっている。（古川Ｓ邸)

・傷ついても愛情が持てる。（古川Ｓ邸)

・我慢して住むのではなくて愛情を持って色々やればいいと思うようになった。（古川Ｓ邸)

・家の可変性（ゆとり）

・建具を取ると屋根、柱、床しかない単純な家。（古川Ｓ邸）

・どこでも食事ができるゆとりがある。(Ｏ邸)

・玄関にゆとりがあり作業場にもなる。(古川Ｗ邸)

・

・

・家の資産価値

・減価償却で価値評価が低くなり固定資産税が安い。(八尾Ｕ邸)

・新築でなく、新築同様の改装すると取得税もなく、評価が従前どおりで固定資産税は安いまま。
   (八尾Ｕ邸)

・

・

④その｢家｣の価値を伝える努力がされていること
・・・・・→　家の価値の継承や長く住み続けることの重要性の普及

・地域の中で伝える

・近所の人たちに積極的に見せている。（八尾Ｕ邸）

・マスコミの取材も積極的に受けている。（八尾Ｕ邸）

・

・

・

・住まう所作を伝える

・都会ではできない生活を体験させたい。ちがいを知ってもらいたい。(八尾Ｕ邸)

・古い家の生活体験ができる場がたくさんあるとよい。(八尾Ｕ邸)

・座敷には子供たちを入れないようにしている。（古川Ｓ邸)

・娘にこの家をどう思うか聞いてみたら古いけどきれいだと言っていた。
　ずっと住み続けたいと言っていて嬉しかった。（古川Ｓ邸)

・住み続けるための資力を確保しておく

・先代が相続税を払える資力を蓄えておいてくれた。

・先代が相続税を低減する処置をしおいててくれた。（負債を作ったアパート経営、生前贈与等）
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  ⑤その地域の価値を認識していること
・・・・・→　家の価値の継承や長く住み続けることの重要性の普及

・地域

・９７歳のおばあちゃん住んでいたが、棟梁は２年先まで仕事がいっぱいだったが、

　何とか合間を縫ってやってくれた。(八尾Ｕ邸)

・地域とのつながりの大切さ(八尾Ｕ邸)

・縁側を作ってもらった。どこからでもお茶飲みや話に入って来られる。(八尾Ｕ邸)

・壊さなかったのは先祖や地域とのかかわりを大事にしたかった。(八尾Ｕ邸)

・

・家族

・地域の人は祖父母両親のことをよく知っている。祖父母両親に感謝している。

・

・

・

・

・血縁

・

・

・

・

・

２．｢家｣を守り育てていくための要件

①｢家｣の日常的な掃除(点検)が行われていること
・・・・・→日常的な点検が劣化の早期発見につながり、その結果として長持ちする　

・日常の掃除

・玄関廻りの掃除

・風呂の掃除

・台所の掃除

・

・

・地域における季節の節目

・4/19の収穫祭では人が集まるのでその前に掃除をする。(古川Ｗ邸)

・

・

・盆暮など

・盆前には仏壇の掃除を叔父にやらされた。(古川Ｗ邸)

・５月の連休と年末に大掃除をしている。（古川Ｓ邸)

・盆と正月は兄弟が戻ってくるのでちゃんと掃除をしておくのは嫁としてのメンツ。（古川Ｓ邸)

・
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  ②｢家｣の仕事の役割が分担されていること
・・・・・→　家への愛着や価値の醸成、劣化具合の発見、家族や地域の財産としての認識

・日常の仕事

・昔は子供の役割分担があった。(八尾Ｕ邸)

・食事の用意や後片付け

・風呂掃除

・掃除機掛け

・仏壇廻りの管理

・盆暮れなどの時の仕事

・娘と一緒に障子を張り替えている。（古川Ｓ邸)

・仏壇や神棚の掃除

・

・

・地域行事の時の仕事

・祭り

・掃除

・雪かき

・

・

③身近な所に｢家｣守りがいること
・・・・・→　気軽に相談ができるので、劣化具合の早期発見→修繕→長持ちにつながる

・縁で結ばれた家守り

・棟梁とは古い仲(八尾Ｕ邸)

・地域工務店だから皆が知っている。しがらみがありがたい。(八尾Ｕ邸)

・設計者は実弟（古川Ｗ邸)

・設計者の奥様とは元同僚（古川Ｓ邸)

・近所の人たちに棟梁を紹介している。(八尾Ｕ邸)

・地域に根ざした家守り

・日々家の状態を見ている。

・季節の節目に御用聞きに伺っている。

・いつでも相談ができる。

・
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④｢家｣の改修が定期的に行われていること
・・・・・→　こまめな管理の結果、長持ちにつながる

・住まい手からの改修依頼

・２０年スパンで補修交換、５０年スパンで大規模な改修をしている。（八尾Ｕ邸）

・

・

・

・

・工務店からの声掛け

・身近な家守による定期的な点検→修繕→改修

・

・

・

・

・その組み合わせ

・

・

・

・

・

⑤地域ぐるみの日常的な掃除(点検)や活動が行われていること
・・・・・→　地域への愛着や価値の醸成、劣化具合の発見、地域の財産としての認識

・日常の清掃や活動

・雪が降るとすぐに雪かきをしている。（八尾Ｕ邸）

・落葉の掃除をしている。

・

・

・

・季節ごとの清掃や活動

・側溝を月に２回、日曜日朝７：３０～デッキブラシで掃除をしている。(八尾Ｕ邸)

・１１月の第３日曜日に地域で清掃をしている。(八尾Ｕ邸)

・「村普請？」と言い、地域の掃除を春秋２回おこなう。（古川Ｓ邸)

・

・

・その他

・防火水槽の掃除（古川Ｗ邸)

・花植え（花いっぱい運動）（古川Ｗ邸)

・年１回の消火訓練（古川Ｗ邸)

・

・
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３-２．住まい手ヒアリング調査シート  
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